

























































































(1767-1848)が『馬琴日記』の中で 1 両 1 分で眼鏡を購入したと述べているように、














































































あり、青色の眼鏡は防護眼鏡の 1 種であることが述べられている 27。またその特徴
について、青色もしくは暗色のガラスを用い、強烈な光線を屈折して弱めるものだ
と記述されている 28。つまり現在のサングラスに当たる物であった。しかし、明治


























































1861 年 8 月 10 日号にはもう 1 枚挿絵が掲載されており、それが《大村で私たち
を護衛してくれた火縄銃兵たち》である。これも眼鏡を掛けている人が偶々絵の主
題の側にいたと思われ、眼鏡の男性が 1 人描かれているが、特に言及はない。 
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1867 年 1 月 
(p.5)  
《切腹をする人々》 2 人の男性が切腹をしており、1 人は洋服を着用し、(眼
球が見えない)無色眼鏡を掛ける日本人で、もう 1 人は
西洋人らしい人である。 






























る観客の 1 人に、(眼球が見えない)無色眼鏡を掛ける。 

























の題はミットフォードの Tales of Old Japan, 1871 を
利用したものと思われる。 
1873 年 9 月 
(p.17) 
《列車の駅》 背景において、洋服を着た日本人男性 2 名が有色眼鏡
を掛けている。 


















前は胸部まで伸びている。A close shave という慣用表
現の shave を掛詞のように用いた挿絵と考えられる。 
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1874 年 5 月 
(p.110) 











1874 年 9 月 
(p.155) 











1875 年 3 月 
(p.17) 





1875 年 8 月 
(p.86) 
《警官たち》 西洋人が警官たちに連行される挿絵であり、警官 3 人
は全員有色眼鏡を掛けている。 
















1875 年 9 月 
(p.97) 


















1876 年 1 月 
(p.150) 









5 月 29 日にやって来た朝鮮使節の様子を描いたものと
思われる。朝鮮使節の代表と対応する日本人の 2 人の
うち 1 人が有色眼鏡を掛け、背景にも 1 人(眼球が見え
ない)無色眼鏡を掛けている男性がいる。 
1876 年 6 月 
(p.213) 














































1878 年 3 月 
(p.182) 
《金の密輸業者》 和服を日本人が助けを求める様子が描かれており、そ
の内の 1 人が(眼球が見えない)無色眼鏡を掛けている。 
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眼鏡の男性 1 人と、(眼球が見えない)無色眼鏡の男性 3
人が描かれている。 


















眼鏡の男性と無色眼鏡の男性が 1 人ずつ描かれている。 

































































本表は Wirgman, Charles. The Japan Punch. Yokohama: anon., 1862-1887; rpt, 
10vols, Tokyo: Yushodo, 1975.を参考に筆者が作成した。なお、巻と掲載年の対応
は次の様になっている。第 1 巻 1862,1865,1866、第 2 巻 1867-1869、第 3 巻
1870-1872、第 4 巻 1873,1874、第 5 巻 1875,1876、第 6 巻 1877,1878、第 7 巻
1879,1880、第 8 巻 1881,1882、第 9 巻 1883,1884、第 10 巻 1885-1887。挿絵の題
については『ロンドン発・横浜行き あるイギリス人画家の幕末・明治 没後 100







(ILN, August 10, 1861, p.147) 
 
 
図 2 《日本の 木版画彫師》 (ILN, 




13, 1877, p.356) 
 
図 4《バーチ先生の日本の学校、その
1》(JP, November, 1866) 
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(ILN, August 10, 1861, p.147) 
 
 
図 2 《日本の 木版画彫師》 (ILN, 




13, 1877, p.356) 
 
図 4《バーチ先生の日本の学校、その










(JP, May, 1871) 
 
図 7《古き日本の物語、若き日本の物
語》(JP, August, 1873) 
 
図 8《台湾の一幕、その 3》(JP, June, 
1874) 
 

































に見える》( JP, August, 1884) 
 
図 19《ジャガナート》(JP, August, 
1884) 
 
図 20《孟子に諭される日本人》(JP, 
December, 1867)
 
― 76 ―
